






1)はじめに 

新生児マススクリー二ング体制に関する研究を担当した研究協力者 3名は、わが国の現行

のシステムに関して、種々の側面から検討し、世界的にトップクラスとガスリー教授から

評価された如く、全体的にはすぐれたシステムが確立したかに見えるが、詳細に分析する

と、問題点も少くないことを知り、これらの諸問題を分析し、その対策を研究報告するこ

ととした。今年度は、成瀬とその共同研究者は、主として、各都道府県指定のスクリーニ

ングセンターの検査精度の向上についての検討結果を報告する。ただ、その他に今後検討

すべき課題で、まだわれわれ3名の研究協力者がふれていないものについても、今後の取

り組み方について、簡単に述べることとする。 


